
第４９号 

寄贈を受け、市が茅葺屋根等の整備を行

なった旧増田家住宅を説明する中学生 
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25年 7月 

職
名 

 

氏 
 

名 
 

 

役
職 
 

備
考 

理
事 

 

広
瀬 

貞
雄 

 

会
長 

 

〃 
 

橋
本 

成
人 

 
 

 
 

 

豆
振 

 

〃 
 

後
藤 

作
彦 

 
 

 
 

 

港
町 

 

〃 
 

秋
山 
重
雄 

 
 

 
 

 

城
一 

 

〃 
 

坂
本 

韶
敏 

 
 

 
 
 

丸
の
内 

 

〃 
 

斉
藤 

文
哉 

 
副
会
長 

豆
一 

 

〃 
 

木
下
弘
一
郎 

 
副
会
長 

豆
二 

 

〃 
 

波
多
野 

平 
 

副
会
長 
山
鉾 
 

〃 
 

石
丸 

文
雄 

 
 

 
 

 
豆
二 

 

〃 
 

板
谷 

義
文 

 
 

 
 

 

港
町 

 

〃 
 

森
山 

徳
子 

 
 

 
 

 

港
町 

 

〃 
 

蔵
本 

勝
好 

 
 

 
 

 

消
防 

監
事 

 

石
丸 

邦
夫 

 

〃 
 

草
野 

義
輔 

事
務
局 

赤
司 

裕
昭 

 

事
務
局
長 

 

〃 
 

冨
安 

裕
子 

 

事
務
局
次
長 

 

〃 
 

坂
本 

静
香 

顧
問 

 

高
山 

英
二 

 

豆
田
消
防
後
援
会 

豆
田
町
伝

建
保
存
会 

 

六
月
六
日
协
金
卐
劣
若
の
屋
に
於
い
て

豆
田
町
伝
建
保
存
会
の
第
九
回
通
常
総

会
が
劣
実
出
席
七
五
名
劣
委
任
出
席
七
八

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
劤 

 

来
賓
の
原
田
市
長
は
助
豆
田
の
町
並
み

は
市
民
共
有
の
財
産
で
あ
り
努
助
次
世
代

へ
引
き
継
い
で
行
く
事
が
私
達
の
重
要

な
責
務
で
す
努
と
述
べ
ま
し
た
劤 

 

そ
の
後
の
審
議
で
は
劣
修
理
物
件
の
順

位
付
け
の
明
確
化
を
行
な
う
事
劣
旧
古
賀

医
院
を
含
む
豆
田
ま
ち
づ
く
り
歴
史
交

流
館
协
仮
称
卐
の
整
備
方
針
と
指
定
管
理

者
へ
の
体
制
整
備
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
劤 

 

最
後
に
役
員
改
選
が
行
な
わ
れ
劣
執
行
部
よ

り
提
案
さ
れ
た
人
事
案
が
採
決
の
結
果
承
認

さ
れ
ま
し
た
劤协
選
任
さ
れ
た
役
員
は
以
下
の
通
り
卐 

特別展の展示品に見入る参列者 式典参加の廣瀬理事長や先生方 

 

五
月
二
十
二
日
协
水
卐
よ
り
五
月
二
十
三
日

协
木
卐
劣
薩
摩
川
内
市
で
開
催
さ
れ
た
第
三
五
回

全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会
の
総

会
に
は
劣
日
田
市
よ
り
二
十
八
名
协
本
伝
会
十
名

を
含
む
卐
が
参
加
し
劣
全
国
の
伝
建
地
区
の
皆
さ

ん
と
交
流
と
研
修
を
深
め
ま
し
た
劤 

 

現
地
研
修
と
な
勂
た
入
来
麓
地
区
で
は
劣
地
元

の
中
学
生
が
地
区
内
に
残
る
史
跡
の
説
明
に
立

ち
劣
後
世
に
伝
統
や
文
化
の
継
承
を
行
な
お
う
と

す
る
地
元
住
民
の
意
欲
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
劤 

 

住
民
分
科
会
の
助
伝
建
地
区
内
の
拠
点
施
設
の

活
用
策
努
で
は
劣
地
元
保
存
会
が
指
定
管
理
者
と

な
勂
て
劣
伝
統
文
化
の
展
示
館
や
民
泊
と
し
て
活

用
し
て
い
る
事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
劤 

 

豆
田
町
も
豆
田
ま
ち
づ
く
り
交
流
館
协
仮
称
卐

の
整
備
課
題
を
抱
え
て
お
り
劣
熱
心
な
議
論
が
行

な
わ
れ
ま
し
た 

 

今
年
三
月
助
廣
瀬
淡
窓
旧
宅
及
び
墓
努
が

国
の
史
跡
に
追
加
指
定
さ
れ
た
事
を
記
念

し
劣
六
月
十
三
日
に
助
廣
瀬
淡
窓
旧
宅
展
努

の
開
催
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
劤 

式
典
に

は
廣
瀬
理
事
長
や
指
定
に
尽
力
さ
れ
た
別

府
大
学
の
豊
田
先
生
・
後
藤
先
生
劣
岡
山
理

科
大
の
江
面
先
生
が
駈
け
付
け
ま
し
た
劤 

 

廣
瀬
資
料
館
の
一
号
館
で
は
廣
瀬
淡
窓

や
廣
瀬
久
兵
衛
が
実
際
に
愛
用
し
た
道
具

類
や
着
物
が
初
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
劤 

議論重ねた総会、左上は挨拶する原田市長 



 

本
年
度
の
千
年
あ
か
り
実
行
委
員
会

が
六
月
二
十
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
劤 

 

委
員
会
で
は
劣
昨
年
の
花
月
川
で
の

ま
つ
り
会
場
が
仮
復
旧
だ
勂
た
事
か
ら

本
年
度
の
ま
つ
り
会
場
の
整
備
状
況
の

確
認
・
あ
か
り
オ
ブ
ジ
勍
の
一
般
公

募
・
本
年
度
の
竹
伐
採
箇
所
の
確
定
な

ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
劤 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     
 
 
 
 
 
 

 

六
月
十
六
日
协
日
卐
劣
国
土
交
通
省
の
足
立

局
長
・
廣
瀬
県
知
事
・
原
田
市
長
ら
出
席
の

も
と
劣
花
月
川
の
氾
濫
を
未
然
に
防
止
す
る

為
の
助
事
業
着
工
式
努
が
文
化
セ
ン
タ
勖
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
劤 

 

こ
の
工
事
は
五
勔
年
で
九
十
一
億
円
の
予

算
を
か
け
劣
河
床
の
掘
削
劣
橋
の
架
け
替
え

な
ど
を
行
な
う
も
の
で
劣
着
工
式
後
行
な
わ

れ
た
助
鍬
入
式
努
で
は
豆
田
振
興
協
議
会
の

橋
本
会
長
ら
が
工
事
の
安
全
を
願
勂
て
劣
盛

土
に
鍬
入
れ
を
行
な
い
ま
し
た
劤 

豪雨災害からの復旧と工事の早

期完成の決意を語る廣瀬県知事 

子供達も参加。清水町坂本橋

上流で行なわれた「鍬入式」 

本年度の基本方針を話合った実行委員会  

 
今
年
劣
七
月
二
十
五
日
の
駅
前
集
団
顔
見
世
劣

二
十
七
日
劣
二
十
八
日
の
本
番
行
事
が
行
わ
れ
る

祇
園
祭
に
む
け
て
劣
豆
田
の
四
町
の
山
元
で
は
準

備
作
業
が
急
ピ
勏
チ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
劤 

 

豆
田
上
町
劣
下
町
で
は
六
月
三
十
日
に
テ
ン
ト

小
屋
が
建
て
ら
れ
劣
七
日
に
は
港
町
の
棒
鼻
洗
い

な
ど
の
み
そ
ぎ
行
事
を
含
め
劣
山
鉾
の
組
立
て
な

ど
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
劤 

 

特
に
豆
田
上
町
で
は
山
鉾
を
来
年
新
調
す
る
予

定
に
な
勂
て
お
り
劣
現
在
の
山
鉾
で
の
曳
き
回
し

は
今
年
が
最
後
で
あ
り
劣
感
慨
深
げ
に
山
鉾
の
組

立
て
を
行
な
勂
て
い
ま
し
た
劤 

又
七
日
に
は
山
元
四
町
で
今
年
の
祇
園
行
事
の

成
功
を
祈
念
し
て
劣
小
屋
入
り
行
事
が
そ
れ
ぞ
れ

行
わ
れ
ま
し
た
劤 

尚
劣
豆
田
の
山
鉾
の
華
題
は
以
下
の
通
り
で
す
劤 

 

一
番
山 

豆
田
上
町
・
・ 

菅
原
伝
授
手
習
鑑 

車
引
き
ノ
場 

 

二
番
山 

港
町
・
・ 

 
 

里
見
八
犬
伝 

芳
流
閣
ノ
場 

 

三
番
山 

豆
田
下
町
・
・ 

 
 

源
平
盛
衰
記 

衣
川
ノ
戦
い 

 

四
番
山 

中
城
町
・
・ 

 
 

賤
動
岳
ノ
七
本
槍 

 

尚
劣
今
年
の
豆
田
の
晩
山
は
土
曜
日
は
一
新
橋

上
劣
日
曜
日
は
御
幸
橋
上
に
集
合
し
ま
す
劤 

各
山
元
で
は
山
鉾
に
飾
る
人
形
の
華
麗
さ
に
も
注

目
し
て
ほ
し
い
と
の
事
で
す 

平成２年より曳廻した

山鉾の最後の組立てを

行なう上町山鉾 

花月川の清流で、みそ

ぎの棒鼻洗いを行なう

港町山鉾 
 

小野川上流のお汐井採

り行事から祇園行事を

始める下町山鉾 
 

山鉾を飾る「パイパ

イ」の白ぬり作業を行

なう中城町山鉾 
 


